
視覚障がい重複児の指導の実際
～歩行と点字導入の指導～

　　期日　令和2年8月25日(火)
　　会場　静岡県立静岡視覚特別支援学校

　　　明日佳グループ　鈴木重男
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視覚特別支援学校重複障がい学級の障害の状況

独立行政法人国立特別支援教育総合研究所   視覚障害を伴う重複障害の児童生徒等の指導に関する研究―特別支援
学校（視覚障害）における指導を中心に―（平成 29 年度～30 年度）研究成果報告書平成 31 年３月  p7より引用

視覚障がい＋知的障がいは、63.2％
視覚障がい＋知的障がい＋他の障がいは、33.1％
視覚障がいと知的障がいを伴う重複障がいは、96.2％



A．S．Neillアレクサンダー・サザーランド・ニイル 1883－1973

視覚特別支援学校の重複障がい教育の教師像



静岡県総合教育センター　「主体的・対話的で深い学び」実現のためのサポートブックー
静岡県総合教育センター研究の軌跡ー　平成30年　p17より引用

視覚特別支援学校の重複障がい児の教育
新視点への留意　:　社会に開かれた教育課程

学力の三要素



特別支援学校の学習指導要領に基づく
視覚特別支援学校の重複障がい児の教育課程の取扱い

下学年を適用

知的障がい特別支援学校

自立活動を主に指導

児童生徒の障がいの状況に応じた個別の教育課程を編成



　重複障がい児の視覚状況の行動観察「ボール遊び」
　（4.5cm大の黒ボールを使って視力程度と視野、スキャニング能力）
　→　視覚状況が分かれば教材を工夫することができる

視力程度の
推定

0.3×距離m
大きさmm

事例
0.3×1.5

45

0.45
45

＝ 推定0.01

視力1.0は、5mの距離から1.5mmの太さを識別　

1.5m

白床に黒ボール

直径45mm



視覚障がい重複児の教育課程の根本



専
門
性
の
消
滅



1998年と2001年に北海道立盲学校校長として実感
専門性の維持・継承　⇔　専門性の消滅
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指導でのマネジメント・サイクル

実態把握・仮説 誉める指導

家庭と一体化新目標・新教材



1　事例1　女児Aの立位歩行指導1988年　　　

左図は、「遠城寺式・乳幼児分析的
発達検査表（九大小児科改訂版）」

女児Aの2歳11ケ月時の実態
1　物につかまって立つ
2　おもちゃを一方の手か
ら他方に持ちかえる
3　お菓子の包み紙をとっ
て食べる。おむつをして
いる
4　ほめると喜ぶ
5　アーやウーなどの声は
出さない
6　「ねんね」は分かる

実態の共有



女児Aの移動能力向上　　1988.4.28　　2歳11月
移動の実態



指導の仮設



手で補助する



物につかまる



転びそうな時は補助



並行指導:階段昇降



女児A相談終了時の実態1989.1.19　3歳8月
音・音声の音源歩行
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　2　事例2　男児Bの概念指導 2001年　3歳8ケ月

　1　鈴木は、2001年4月1日、北海道函館盲学校長か
　　ら北海道旭川盲学校長に転勤
　2　4月14日、幼稚部担当の先生が校長室に
　3　旭川聾学校乳幼児教育相談で対応していた盲聾の
　　幼児が幼稚部3歳児学級に保護者とともに入級した
　4　幼稚部の3名の教員では受け持つことができない
　5　同日、鈴木がこの男児Bを、午前中、受け持つ
　　  学校にいる間は、おむつを外し、定時排泄
　6　母親と面談し、幼稚部3歳児学級児、週2回、校
　　長室で午前10時から指導、給食は教頭先生が対応
　7　4月から6月までは鈴木が校長室で指導
　8　7月から幼稚部卒業までは、当時、中学部の音楽
　　担当の先生が、毎日、全日を対応
　※男児B、現在23歳、保護者は実名での紹介を了解
　



　2　事例2　男児Bの概念指導 　2001年　　3歳8ケ月
遊び・行動観察



2001年4月14日、男児Bの音源への移動方法は、
女児Aと同様、額を床につけた3点体支持の姿勢で移動



肯定的な評価を記述

当該萱場修平さんの保護者からは積極的な氏
名公表を承諾。校長が指導せざるを得なかっ
た視覚障害特別支援学校への危機感・警鐘。





●具体的な指導内容・方法を教員会議で提案し、引き継いだ。
　　平成13年6月25日現在の具体的なかかわりの内容は、次のとおりです。
 (1)　身体移動に関する内容
 (2)　視覚情報に関する内容
 (3)　音源定位に関する内容
 (4)　手指の操作に関する内容



男児Bの3歳児学級入級の11ケ月後
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3　①視覚障がい重複児の歩行指導

オリエンテーション能力

運動能力

歩行意欲

白杖操作能力　単独目的歩行を実現させるための一能力(方法)

安全で
確実な

単独目的歩行

歩行の基礎能力知的能力身体的能力

オ
リ
エ
ン
テ
I
シ
ョ
ン
能
力



重複障がい児の歩行能力

　重複障がい児への歩行指導は、盲児一般に指導
するlandmarkを空間的に位置付ける地図指導では
なく、連続したLandmarkを確実に記憶・再生させ
るガイドラインの歩行が重要といえる。

オリエンテーション能力

運動能力

知的能力身体的能力 歩行の基礎能力

歩行意欲
白杖操作能力　:　白杖によるガイドライン歩行

※　Landmark:ここにくれば必ず●●だと確められるもの。目印。 

ガイドラインの歩行:屋内のtrailing、屋外の白杖によ
るガイドラインテクニックの使用。



盲児の環境把握能力を高める

Body

Image

教室の
地図

校内の

地図

学校敷
地内の
地図

学校周
辺等の

地図

Mental

Map

体の中の
地図

手の中
の地図

頭の中
の地図

オリエンテーション能力の発達



歩行指導　「鈴木モデル」　12の指導要素
1　ボディイメージ要素
①　自分の体の部位の名称
②　他人の体の部位
③　その場での動作

2　方向概念要素
①　5方向
②　9方向

3　対音源歩行要素
①　前方音源
②　8方向音源

4　音源軌跡要素
①　軌跡板による操作
②　交差点のモデル学習
③　軌跡ルートの読図

5　歩行軌跡要素
①　軌跡板による操作
②　読図歩行

6　対風、対太陽に対しての身体の方
向づけ要素
①　対太陽
②　対風

7　空間構成物の関係把握要素
　①教室内
　②校舎内
　③学校内
8　白杖探索要素
　①白杖は何かを見つけてくれる
9　白杖操作要素
　①タッチ・テクニック、
　　　スライド・テクニック、
　　　ショート・テクニック
　②ダイアガナル・テクニック
10　歩行標識と点地図作成要素
　①学校周辺
　②地域
11　読図歩行要素
12　雪路白杖操作要素

鈴木重男「先天盲児および早期失明児への歩行
訓練プログラムの過程的試行」1975年視覚障害
研究第2号pp28-44　日本ライトハウス



①　幼稚部　
ア　ボディイメージ
　　　　・主要な体の部位名　
　　　　・基本的な動作　
　　　　・Laterality（絶対的方向）の強化
　　イ　軌跡
　　　　・単純な歩行軌跡　
　　　　・音源定位→音源移動軌跡
　　ウ　地図
　　　　・室内ミニチュア　
　　　　・トレーリングと防御　
　　　　・障害物（空間構成物）の発見と賞賛
　　エ　白杖探索

②　小学部低学年
　　ア　ボディイメージ
　　　　・細かな体の部位名　
　　　　・様々な動作　
　　　　・Directionality（相対的方向）の強化
　　イ　軌跡
　　　　・図形的歩行軌跡　
　　　　・交差点における交通音の流れ　　

　　ウ　地図
　　　　・校舎内　　
　　　　・学校敷地内　　
　　　　・学校周辺
　　エ　タッチテクニック（ショートケーン、
　　　ガイドライン、スライド）
　　オ　ルート歩行（近辺の店への買物：
　　　自立の一歩）

③　小学校高学年
　　ア　軌跡
　　　　・図形的歩行軌跡（45゜、9O゜、135ﾟ、
　　　　　270ﾟ、315ﾟ）　
　　　　・太陽・気流を用いた閉鎖図形歩行
　　イ　地図
　　　　・学校周辺
　　ウ　交通機関の使用
　　エ　ルートによる単独帰省

④　中学部以上
　　ア　居住地読図歩行
　　イ　目的歩行

学部別歩行指導のモデル
重複障がい児の歩行指導



盲児の地図概念の評価

行動で表現(ガイドライン歩行)

言葉・点字で表現(ガイドライン歩行)

ミニチュア・積木等で表現

点地図で表現

Mental Map

盲
児
の
地
図
概
念
の
発
達

重複障がい児の歩行指導



右 左

左 右

https://bushoojapan.com/world/america/20
19/06/27/24366引用

重複障がい児には、相対的な方向概念の指導は難しい



身体部位・動作

Body Image の　基本的内容

顔

体
各種動作体



人形と可動マネキン　

https://bushoojapan.com/
world/america/2019/06/2
7/24366引用



指導事例　音源定位(左右)　位置指示シート　



教室内ジオラマ　　壁の概念

りかちゃんハウス
株式会社名鉄インプレス　南知多おもちゃ王国

https://www.beachland.jp/omocha/pavilion/pa.
asp?pa=4より引用



　　　　　盲幼児・重複障がい児の白杖探索　
　白杖は、何かを見つけくれる。教えてくれる。ガイドラインと
なる物に触れることにより、音を出し、異なる感触で分かる。
　(土や草、アスファルト、電柱等に触れると異なる感触と音)

釣竿 バドミントン
ラケット

　筋力の低い盲幼児等に対して、通常の白杖は重たすぎ
ることから、手元が太く、先が細いテーパ構造の白杖を
自作・特製する。

石突としてマジックの
キャップ等をつける



鈴木重男「視覚・聴覚・言語障害児の医療・療育・教育　改訂２版」金芳堂　2011

2点タッチ・テクニック 2Point Touch Technique
ガイドライン・テクニック Guide-Line Technique

壁、塀、草など



盲・肢体不
自由生徒
のk-sonar
を活用した
校内の車
椅子での
移動

k-sonar

軸性脊椎骨幹端異形成症
網膜色素変性症で失明



校内移動.AVI

盲・肢体不自由生徒のk-sonarを活用した校内の車椅子での移動
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　点字・文字指導では、通常の幼児であれば3歳程度で簡単な文
字を読んだり、あるいは書くことができます。
　私の経験では、椅子に座って、机に向かうことができ、
①「今日は何をする。『勉強します。』」「～～をして楽しかっ
たですか。『楽しかった。』」などの応対を、言葉で簡単にやり
取りできる。
②平面の『○△□』の形ハメなど、簡単な触弁別と手指の統制・
動作ができる。
③音の鳴った方向などを「前・後・上・下」などと表現できる。
が可能であれば、15分程度の点字の指導が遊びの中ででも可能に
なるものと考えています。ここに至らない子どもの場合、各種教
材を工夫し、椅子に座って机の上にある、大小弁別、長短弁別、
粗滑弁別などの触弁別に関する課題指導とともに、形ハメやリ
ベット差しなどの手指操作の統制や動作に関する指導が必要にな
ります。

②視覚障がい重複児の点字触読指導



点字指導はトップダウン思考で　３歳程度の力

　　



氏間研究室点字２・鈴木式触読指導の解説  
https://www.youtube.com/watch?v=30Np2PD8Lvk

鈴木式点字触読指導法の発想と構成



点字の5段階難易度別配置



点字触読指導の初期指導
当初は、指導者が重複児の指を誘導する



あ め れ ふ う い に　7字

あ め れ ふ う い に く8字



　点字は、左の人差し指で、触読できるよ
うに指導する。右手は、転写で使う。また、
速読のため、両手読みを指導する。

点字の触読指導の原則

①　読みやすい点字から指導すること
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（易から難へ）
②　繰り返しの指導をすること
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ドリル化）
③　能力等実態に応じた個別の指導をすること
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（個別化）



触察能力:幼稚部教育相談の留意



触察能力:家庭での生活が基本

　食べ物や少々汚れ物でも何でも、触らせ、ぐ
ちゃぐちゃにしたり、破ったりと、音と共に体
感させる。

　　　
　

　硬い物・軟らかい物、
　重たい物・軽い物、
　ぐにゅぐにゅした物・ぎゅっと締まった物、 
　ざらざらした物・すべすべした物、
　冷たい物・温かい物など

概念が育ちます



家庭での触察能力
　身体軸を合わせるため、
盲児を抱っこなどして、盲
児の手と重ねて、自分が触
るように、盲児に触らせる。

　柔らかく、しなやか
な指使いと、手のひ
らも使った「こねる」
「まるめる」などの
動作も楽しみながら
行う。



★植物は、根から茎・幹に沿って、枝や葉、トゲに気をつけ、
眼を近づけない。
★動物は、顔、とくに鼻を定位Lながら、毛並みに沿って尾や
脚に。

動植物の触察

鈴木重男2011 金芳堂「視覚・聴覚・言語障害児の医療・療育・教育 改訂２版」



点字触読に必要な触弁別の力
モンテッソリー教具、各種市販の教材

自作積み木、りかちゃん人形等教材を工夫

・図形　〇△□　　　・高い　低い
・重い　軽い　　　　・着る　脱ぐ
・大きい　小さい　　・重ねる　崩す
・長い　短い　　　　・伝わる　離れる
・熱い　冷たい　　　・出す　隠す
・厚い　薄い　　　　・粘土あそび
・高い　低い　　　　・人形遊び
・すべすべ　ざらざら・服に印を、表裏、前後
・太い　細い　　　　・1円、5円、10円の区分



パーキンスブレーラーによる触読と打字の連動的指導

パーキンス製片手打ちキーセット

盲幼児は、指の間隔が狭く
指の力が弱いので、教具を
工夫する



鈴木重男2011金芳堂「視覚・聴覚・言語障害児の医療・療育・教育　改訂２版

正しい姿勢
足の裏を床につける。肘と膝は90度。

・足・脚をブラ
ブラさせない。

・利き耳をつく
らないよう、留
意する。



鈴木重男「視覚・聴覚・言語障害児　第２章　視覚障害児の学校教育　102-103」　金芳堂　２００５　より引用

視力活用が可能な重複障がい児への文字指導



　盲児にできないことはない。
　盲児ができないのは、教師の熱意が足りないか、教師
への校内支援環境が整っていないからである。
　重複児にできないことはない。
　重複児ができないのは、教師の熱意が足りないか、教
師への校内支援環境が整っていないからである。　

重複障
がい児

学校
教師

家庭

A．S．Neillアレクサンダー・サザーランド・ニイル 1883－1973


